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廊下て子どもこつながる冒50方法
岐阜 生研 加 藤  久 雄

その 1 あいさつ作 戦

まずは、こち らか ら明るく、さわやか にあいさつ。「 おはよ―」「 オ ッハ ー」。元気なあ

いさつを返 す子が いた ら、「 お っ、 いいねえ。あいさつ名人ゲ ッ ト !」 と、すかさずほ

める。「手のひ ら、バチ ン」のボデ ィー トーキ ング。帰 りには、たまには、「 さよ 。おな

ら―」とへんなあいさつ。子 どもらが、<す りと笑 った ら、こち らもうれ しくな ります。

その2ぼ め Iぎめ作 戦

「ほめて育て る」。これが子育て、教育の大原貝」。いつでも、どこでも、ほめる。なん

でも、 ほめ る。ほめることを見つけてほめる。

廊下で も、ほめる。床屋 に行 ってきたばか りの子がいたら、「 か っこいい―、ハ ンサム

やね え」。「 いいラ ン ドセルやねえ―」「 いいジーバ ンやねえ。 どこで買 つたの ?」 「 お、

元気やね え―、何かいいことあ ったの ?」

ほめる材料は、無数にあるのです。忙 し<て 疲れがたま って くると、子 どもの良くな

いところばか りが 目につき、ほめることを忘れ、注意、叱責、小言、いやみ、愚痴、お

ど し、みせ しめ・・ 。な どな どのオンパ レー ド。そういう時こそ、「 ほめて育てる原貝」」

に立ち返 りたいものです。

この3お こかし作 戦

廊下の角 にか <れ て、「 ワー」 と驚かせる。あま り派手にや ると、泣き出す子もいる

ので、ほどほどの声の大きさで。

この作戦 は、必ず仕返 しされますので、心臓の弱い方 にはお薦めできません。

はじめに

教師の仕事のおおもとは、子 どもとつなが り、子 どもと子 どもをつなぎ、子 どもと親 をつ

なぎ、親 と親 をつなぐことにあ ります。

わた したち は、庶民の子 どもと共 に生きる「庶民派教師」です。「 ころんで も只では起き

ない」のが、由緒正 しき (?)庶 民の したたかさです。 したが って、庶民派教師は学校の廊

下を只では歩 きません。学校の廊下という無機質な空間を、子 どもとの出含 いの場、子 ども

とのふれ合いの場、子 どもとの対話の場、子 どもと一緒 に楽 しむ場 に して しまうのです。

あらゆる場で子 どもとつながることによ って影響力を持ち、子 ども集団の中に自らのヘゲ

モニーを打ち立て ようとするのです。「 おもろい先生やなあ ―」「へんな先生やなあ―」「な

んか他の先生 と違 うなあ一」 と思 ってもらえた ら、 しめたもの。それで、もう、子 ども らを

十分に引き付 け、子 どもと深 <つ ながるき っかけづ <り を しているのです。

ここでは、わた しが実践 してきた 15の 方法を紹介 します。使えるものはどん どん使 い、

さ らにいい方法 を編み出 してい って下さい。

は じめ にお断 り しておきますが、あ くまで これ らは小学校バージ ∃ンです。中学校バ ージ

ョンは中学校の先生で編み出 して下さい。



その4歌 って、歌 って作 戦

廊下や階段で歌 うと、声が良 <響 き、うまく間 こえます。「 ゲ ッ、ゲ ッ、ゲゲゲのゲ・・」

でも「誰だ、誰だ、誰だ―」でも、何でもいいので、子ども達がよ <知 っている歌を歌

いなが ら、廊下を歩いた り、階段 を上 った りします。子 ども達が「 クス リ」と笑 って <
れた り、「何歌 ってるの ?」 「何で歌 っているの ?」 と聞いて <れ た り した ら、大成功。

時 には、「 ええ声やなあ」 と子 どもらに聞こえる声で自画 自賛。「へんな先生やなあ」

と思 つて <れ たらそれでいいのだ。

その5ス キッ電作 戦

廊下や階段をスキ ップ して いきます。たいていの子は、「 な に しとるの ?」 って声をか

けて <れ ます。運動不足解消、足腰の筋カ トレーニ ングにもな りますので、これは中高

年齢の先生方 にお奨めです。

その6手 を肩 きで大 きく振 る作 戦

とにか <手 を肩まで大き <、 で きるだ けオーバ ーに振 つて歩きます。 これも、必ずと

い つて いいほ ど子 どもが声 をかけて くれます。首筋や肩 こりの治療 にもな りますか ら、

これ も中高年齢の先生向きです。

その7じ ゃん l■ん作 戦

「ね、ね、 じゃんけんの勝負 しよ」と声をか け、 じゃんけんを します。負けた ら、「君

は強 いね え」 とほめます。勝 つた ら、「よ っしゃあ」 と大げさに喜びます。「 もう一回」

とねだ ってきた ら、「よ ― し、 3回 勝負―」な どと、相手 を してや ります。

時 には、「か とせんはね え。超能力者だか らテ レパ シーが使 えるんだよ。君が何を出す

か操る ことができるか ら、絶対に じゃんけんで負けない」な どと言い、子 どもの目を じ

―と見て、「 グー出せ、グー出せ、グー出せ」などと念 じてか ら、じゃんけんを します。

不思議 と勝つことが多いのです。

負けた ら、「君はす ごいねえ。か とせんの超能力を跳ね返 して しま った。君 にも超能力

があるかも ?」 とほめた り、「 う―ん、き ょうは調子が悪い。今度 リベ ンジするぞ―」

廊下で会 うと、「か とせん、勝負」と声を掛けて <る「 じゃんけん仲間」がいっぱいで

きます。

その8う ちわサービス作 戦

学校の夏の暑さは異常です。 40度 近 い教室は、学習する場で もなければ、労働の場

でもあ りません。教室 に 2機 ある扇風機 も「焼け石に水」。「 30度 を越えた ら、学校は

休み に したいよねえ」 と言 うと、 どの子も大賛成 して くれます。

暑 <な ったら、 いつでも、 どこでも「 うちわ」 を手放さない。

授業中、 ノー トに しっか り書 いている子がいた ら、 うちわサービス。少 しでもいいこと

があ つた ら、 うちわサ ービス。中 には、「 も っと、強烈 にや って <れ ―」 という子 も。

肩もみサ ービスも人気があ りますが、 うちわサービスは人気No lで す。

廊下でもや ります。休み時間がすんで汗だ らけで昇降□か ら入 つて <る 子 どもらにサ

ービスすると、「 あ 一、気持ち いい―」 とうっとりと した、 とろけるような表情。 いい

表情です。まるで天使のよ うです。子 どもの こういう表情 をみた いか ら、教師をや って

るんだなあと思 って しまいます。

この9名 札 手ラリ作 戦

名札なんていらない。 これが基本的な考え方ですが、無 <せ ないんだ った ら、活用 し

な <ち ゃあ。名札 をち らりと見て、「 あ―、君ねえ、6年 生にお姉ち ゃんいるで しょう ?」



兄弟姉妹はどこか似ているところがあ りますか ら、大抵は当た ります。

「 や つぱ り、そ うかあ一。お姉ち ゃんね え、算数の時間よ <手 を挙 げてがんば ってい

るよ」 と、 ここで もすかさず「 ほめほめ作戦」。兄弟姉妹 を仲良 <さ せるのも、教師の

仕事の一つです。

その 10お もしろ先 生 作 戦

補充で行 つたクラスでは、授業の終わ りの 5分前 に「みなさん、 自習をとつて もよ <

がんば ったので、ご褒美 をあげます」と言 つて、とつておきのおも しろい歌 。ゲ ームを

教えます。教室 を出るときには、「 あ―、おも しろか つた。また来てね ―」の声皮。

そのクラスの子 らと廊下で会 うと、「 あ―、 おも しろ先生や」 と言 って <れ ます。「 あ

りが とう。 また、行 <で ね」(今 度行 つた ときには、 どの遊び に しよ う ?)月 さヽな喜び

が一つ増 えるのです。

担任のない教師は 4月 の遠足に、各学年 に配置されて、お助け要員 と して参加 します。

1年 生のお助 け。公園の原 つばに犬の うんちがい っぱいあ りま した。

「 うわ ―、大の うんち、踏ん じゃった―」(本 当は踏んでないのです )

「きたな―い」「 ほ らほら、つけたろか―」「 き つたね ―、逃げろ―」 こんな騒動があ り

ま した。

その子達 は、わた しの顔を見ると「 うん こ踏み踏みせんせ ―」 と大声で呼んで くれ

ます。それが、 1年 以上も経 つた 2年 生にな つて も続 くのです。よほど、印象が深か

ったので しょうか ? これは、おも しろ先生の変形バ ージ ∃ンです。

その 1, だじゃれ作 戦

子 どもらは、 6年 生で も不思議なほ ど、漢字暗号や数字の暗号が大好きです。 もちろ

ん、だ じゃれ も。「サブ ー」 と言いなが ら、け っこう楽 しんでいます。

廊下で リコーダ ーを首 に 6ヾ らさげて いる子 らに会 つた ら、「 リコーダ ーを吹 <子 は、お

りこうだ―」。 トイ レの前では、「 おおかみが トイ レヘ行 つた。お―かみがない」。

だ じゃれ ノー トを作 りま した。 180の だ じゃれが書いてあ ります。子 どもらが考え

てきただ じゃれで、いいものは採用 し、 ノー トに書き加 えます。採用された子には、 ご

褒美で、 ビー玉 2個 と先生の手作 りの名刺。 ビー玉 2個 とバカにするなかれ。 これだけ

で、数時間も、数 日も、数週間も遊べるのです。その技 も、教 えてや りたいものです。

その 12め がわ |きずし、鏡 作 戦

わた しは、めがね をかけています。「ねがめ をはず した顔を見せて ―」と言 って <る 子

もいます。

階段の踊 り場 に姿見の鏡の前で、めがね をはず し、不気味な表情で「鏡よ、鏡よ、鏡

さん、 この学校でいちばん変な先生はだあれ」。

「 お前 に決ま つとるやろ」「 あほと違 うか」 こうい うことを言 って <る 子は、 うち解け

ている子。頼 りになる子 に違いないのです。

その

'3く
そじじιl作 戦

悪 □が言 えない子よ り、悪 □も言える子の方が「生きる力」がある。悪 □含戦 も子 ど

もらの力を伸 ばす一つの方法 と して、や つた ことがあ ります。

さて、廊下 を歩 いて いると、 1年 生で「お じさん、名前はなんて言 うの ?」 と聞いて

くる子 らがいます。「 お じさん じゃあないよ。お兄さんだよ」 と言 うと、「 あのねえ、お

兄さんは、10代 か 20代 の人のことだよ」「だか ら、わた しはお兄さんですよ」「え―、



ほん とう ?」 「 うそ、 うそ」。 1、 2年 生 ぐらいの子 らには、大人の年が分か らないのか

なあ ?

元 気な子 らは、「あ―、お じさんやあ」と言 つてきます。こういう時は、少 しこわい顔

をつ くって、「 お じさん じゃあ、あ りません。お じいさんです」 と言 うと、「 じゃあ、 お

じいさん」 と言 つてきます。

「 お じいさん じゃあ、あ りません。 じじいです。 じじいと呼んで <だ さい」

「 じじい一」

「 じじい じゃあ、あ りません。 <そ じじいです」

「わ ―、 <そ じじいや」

「 か とせんが、 <そ じじいな ら、あんた らは、 うんこち ゃんで しょう」

「え―」「なんで―」

「あんたたちねえ。自分のお父さんの ことを<そ じじい、お母さんの ことを <そ ばばあ

つて言 った ことあるで しょう」

「 うん、ある、ある」「わた しも、ある」

「お父さんが くそ じじいで、お母さんが <そ ばばあな ら、 <そ じじいと<そ ばばあか ら

産 まれてきたあんたたちは、・・・ うんこち ゃんで しょ」

「 うわ―」「ヘー」「 ぎ ゃ―」

学校の教師に対 して「 <そ じじい」「 <そ ばばあ」 と言えない子よ りも、言える子の

方が「生きる力」があるのだ。

その

'4手
のひらずもう作 戦

二人が向かい合 って立ち、手のひ らだけをパチ ン しては じき合 う。足の裏が少 しでも

動いた ら負け。これが、手のひ らずもうです。同 じタイミングでぼつか り合えば、体重

の重 い方が有利。 しか し、タイミングをはず し、相手を前 につんのめ らせた り、は じ<

スピー ドと角度によ っては、必ず しもそ うとは限 らない。体重 も身長 も小さい方が勝つ

こともあるのです。

ち ょっと したスペースでできるので、「 おい、やろか」と声 をかけ、教室・廊下 。昇降

□ 。オープ ンスペースで勝負。 これ も、「 じゃんけん作戦」 と同 じように、「手のひらず

もう仲間」がい っぱいできます。

その 15脇 腹 くすぐιl作 戦

後ろか ら、脇腹をこち ょこち ょと<す ぐる。 これも、「お どか し作戦」 と同 じように

必ず仕返 しされますので、 ご用心を。か とせんの最大の35点 だ ということが分かるとよ

けいにや られ ます。「やめて くれ ―、やめんか ―」 と悪わず大声 を出 した ことが、何度

もあ ります。

「 おん St作 戦 ・ じしん おん らヽ 作戦 。ど つ しん おん ぶ作 戦」「「 ピポ ピポ 作戦」「 トン トン、

入 って ますか 作戦」「 扉 そ ― つと開 け、 幽霊 作戦 」「 よ ろ け作戦 」「 つ まず き作戦」 な どな

ど、忘 れか けて いた子 ども心 や いたず ら心 を掘 り起 こ してみれ ば、 作戦 は無数 にあ るよ う

で 。 ・ ・。

自分 に合 った作戦 を、 自分の スタ ンスに合 ったや り方 でや りな が ら、 自分 流の作戦 (方

法 )を 編 み出 して い <こ とも、教 師の仕事 の ささやかな喜 びの 一 つだ と思 うのです。


